
近年、がんに対する免疫療法が多数の診療科で

行われるようになり、がんに関わる医療関係者

はがん免疫の理解が必要となっています。本セ

ミナーでは病理診断時に遭遇する様々な所見（3

次リンパ装置、リンパ球浸潤、PD-L1発現）に

基づいて、がん免疫の基本から最新の研究まで

を分かりやすく紹介します。私たちが取り組ん

でいるマクロファージを中心としたがん微小環

境の研究に関しても簡単に紹介します。

病理の視点から学ぶ；
がん免疫と腫瘍内微小環境の基本から
最近の話題まで
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